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感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に 

 

新
年
を
気
持
ち
よ
く
迎
え
ら
れ
る
よ
う
年
末
に
こ
ど
も
た
ち
と
ゆ

き
組
保
育
室
を
大
掃
除
し
ま
し
た
。
畳
や
棚
等
何
も
か
も
テ
ラ
ス
に

出
し
た
保
育
室
を
見
る
と
な
ん
だ
か
四
月
の
頃
を
懐
か
し
く
思
い
ま

し
た
。 

 

今
年
度
か
ら
初
め
て
保
育
者
と
な
り
、
新
し
い
こ
と
ば
か
り
の
毎

日
で
、
私
は
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま
で
し
た
。
そ
ん
な
時
、
い

つ
も
こ
ど
も
た
ち
の
可
愛
さ
や
優
し
さ
に
救
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
中

で
も
私
の
胸
が
あ
た
た
ま
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

 

あ
る
日
の
保
育
中
、
小
指
を
棚
に
ぶ
つ
け
て
「
い
た
い
！
」
と
言

っ
て
い
る
私
に
「
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
？
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ
ど

も
た
ち
。
頭
を
な
で
て
く
れ
た
り
、
積
み
木
を
聴
診
器
に
見
立
て
て

お
医
者
さ
ん
に
な
っ
て
み
て
く
れ
た
り
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
持
っ
て
き

て
涙
を
拭
こ
う
と
し
て
く
れ
た
り
と
こ
ど
も
た
ち
の
優
し
さ
に
胸
が

あ
た
た
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

四
月
の
こ
ろ
と
比
べ
て
身
体
も
心
も
成
長
し
、
で
き
る
こ
と
、
言

葉
の
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
保
育
者
は
こ
ど
も
の
成
長
を
支
え
る
職

で
す
が
、
私
も
こ
ど
も
た
ち
に
支
え
ら
れ
て
い
る
な
と
感
じ
ま
す
。

笑
っ
た
り
怒
っ
た
り
泣
い
た
り
、
ゆ
き
組
で
過
ご
す
時
間
は
私
に
と

っ
て
宝
物
の
よ
う
な
毎
日
で
す
。
そ
ん
な
毎
日
を
作
っ
て
く
れ
る
こ

ど
も
た
ち
に
こ
れ
か
ら
も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
保
育
者
と
し

て
更
に
成
長
し
て
い
き
た
い
で
す
。 
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進級をたのしみに 

 イスを運んだり歯磨きをしたり身の周りのことを自分でしてい

ます。イスの持ち方を伝えると上手に運べるようになりました。

食事が終わるとイスを持って行き、最後まで片付けをします。歯

磨きも自分で磨けていないところがないか考えながら磨くことが

できるようになりました。どんどん成長する姿にこどもたちの吸

収力の素晴らしさを感じます。 

竹林 亜純 

 

♪パンダうさぎコアラ 

言葉が少しずつ出てきたはな組のこどもたち。う

たも大好きで「パンダウサギコアラ」を歌うと、大

人の動作を真似て手を頭や目に当てています。 

絵本のイラストを見て「わんわん」と言うなど、

発語も増えてきて、コミュニケーションをとるのが

楽しいようです。 

渡中 有紀子 

 

おせち探し！ 
 日本の伝統料理のひとつである“おせち”のことを知っ

たり、親しみを持ったりしてほしいという思いから、おせ

ち探しをしました。園内散策をしておせちの食材を見つけ

ていきます。あそびを通して食材の名前や、なぜおせちに

入っているのかそのねがいを知ることができます。集めた

食材を重箱につめておせちのできあがり。 

 おせちのことを知ることができたこどもたちは、さっそ

く給食で黒豆が出ると「おせちに入ってた豆だ！」と嬉し

そうに味わっていました。 

井上 隆雄 
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けん玉あそび（そら組） 

 クリスマスプレゼントのけん玉を楽し

んでいます。大皿にのせることが難しそ

うな様子。諦めずにしていく中でだんだ

んとコツを掴んできているこどもたち。

玉の動きを静めたり、回してみたりとど

うしたらできるようになるかを考えて取

り組む姿に応援せずにはいられません。 

 鈴木 美夕 

 

こまあそび（ほし組） 

 クリスマスプレゼントのこまに挑戦中です。 

 まずは、紐をこまに巻くことから、徐々に自

分なりの巻きやすい方法を見つけ始めました。

投げる時も同様、試行錯誤をしながら挟みやす

い指や持ち方を見つけて投げることができるよ

うにチャレンジしています。諦めずに根気強く

取り組む姿がとてもすてきです。 

野上 香菜子 

冷たいね（つき組） 

 こどもたちが集まっていたので、保育者も気になり見てみると

「ねえ見て、雪があるよ」と A さんが教えてくれました。あった

のは雪ではなく、霜でした。保育者が「あ、これ霜だね」と言う

と「霜ってなに？雪じゃないの？」と B さん。「寒いとできる氷

の結晶よ」と伝えました。 

 実際に触ってみると「冷たい」「見て、溶けるよ」と、不思議そ

うに見つめるこどもたち。寒い季節ならではのあそびの中で、氷

や雪、霜の感触を楽しみたいと思います。 

井上 隆雄 

たまをうえに

ひっぱったら 

のるらしいよ 

http://2.bp.blogspot.com/-JyEgpfHBNNE/UZoVeq44JrI/AAAAAAAATi4/9Ai4NjmZV54/s800/fukidashi04.png


  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

描き初め（にじ組） 

 書き初めをしました。円を描く子もいれば、一

筆で描いたり、大人の真似をして字のようなもの

を描いたりと個性の輝く書き初めになりました。

書き初めはとんどで囃してもらいました。行事を

楽しみながら伝統行事や文化にふれる経験をこれ

からもしていき、いろいろなことに興味をもてる

ように投げかけていきたいと思います。 

竹林 亜純 

もちつきごっこ（ゆき組） 

 米粉粘土を使いもちつきごっこをしました。米粉の状態

から「なにができるんだろう」と不思議そうに見るこども

たち。水や油を入れると大きな一つのもちができて嬉しそ

うな表情です。もちに見立てた後は、それぞれ好きな食べ

物の形にしてあそびました。 

手先を使ったあそびを楽しめるようになったり、友だち

と「みて」「○○は□□つくったよ」など会話をしながら

あそんだりしているこどもたちの姿に成長を感じます。 

                      藤田 葵 

            

お正月あそび（はな組） 

手作りごまで遊びました。大人を真似て自分で回してみよ

うと一生懸命に指先を使って回そうとしています。大人が回

すと「お～！」と言って拍手をしたり、回るこまを追いかけ

たりしていました。年が明けて感情表現が更に豊かになり、

表情や身振り手振りで想いを伝えようとする姿が増えてきて

います。 

渡中 有紀子 


